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今
年
度
の
第
一
回
理
事
会
は
四
月
二
八

日
、
定
時
評
議
員
会
は
五
月
一
三
日
に
開

催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
出
席

者
の
安
全
を
最
優
先
し
、
書
面
に
よ
る
決

議
と
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
は
、
提
案
し
た
す
べ
て
の
案
件

に
つ
い
て
、
全
理
事
の
同
意
と
全
監
事
か

ら
異
議
な
し
の
回
答
が
得
ら
れ
、
五
月
八

日
付
け
で
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
案

件
に
対
し
、
全
評
議
員
か
ら
同
意
が
得
ら

れ
、
五
月
二
七
日
付
け
で
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
決
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
理
事
会

【
承
認
事
項
】

　

①
令
和
元
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
元
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
役
員
等
の
候
補
者
の
推
薦

【
協
議
事
項
】

　

①
今
年
度
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

②
職
員
給
与
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

◆
評
議
員
会

【
決
議
事
項
】　

　

①
令
和
元
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
元
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
役
員
等
の
選
任

【
報
告
事
項
】

　

①
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

②
今
年
度
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

そ
の
結
果
、
協
会
主
催
の
今
年
度
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

⑴
第
七
三
回
秋
田
県
消
防
大
会
（
鹿
角

市
）
は
、
一
年
延
期
す
る
。

⑵
第
五
七
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
、

中
止
す
る
。

⑶
第
九
三
回
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭
は

中
止
と
し
、
協
会
関
係
者
が
出
席
し
て

神
事
を
行
う
。

⑷
全
県
団
長
研
修
会
、
女
性
消
防
団
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
、
若
手
消
防
団
員
活
性

化
推
進
会
議
は
、
後
日
検
討
す
る
。

一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
美郷町消防団　団長
由利本荘市消防団　団長
横手市消防団　団長
鹿角市消防団　団長
秋田県総務部総合防災課　課長
大館市消防団　団長
秋田市消防団　団長
能代市消防団　団長
井川町消防団　団長
湯沢市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
髙　橋　正　尚
周　防　彦　宗
菊　池　二　郎
内　田　清　隆
佐　藤　和　彦
齋　藤　　　勉
大　島　昌　良
渡　邊　正　人
遠　間　富　和
佐　藤　孝　吉
工　藤　琢　磨
佐　藤　広　樹
佐　藤　浩　司
佐　藤    　  功

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長
能代山本広域市町村圏組合
消防本部　消防長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
上小阿仁村消防団　団長
潟上市消防団　団長
東成瀬村消防団　団長

氏　　名
武　石　　　聡
髙　橋　寛　儀
鈴　木　　　修

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関氏　　名
（令和２年５月27日現在）（令和２年６月５日現在）

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

澤　口　紀　夫
青　澤　尚　人
戸　島　丈　夫
長　岐　篤　市
石　井　義　則
本　多　　　健
伊　藤　孝　年
吉　田　陽　一
小　玉　多智美
齊　藤　　　一
松　橋　　　稔
上　野　綱　一
永　澤　靖　雄
佐々木　伸　一
佐々木　勝　美
佐　藤  　　剛
佐　藤　　　一
渡　辺　勇　悦
菅　原　一太郎
髙　橋　良　則
武　田　継　夫
近　野　　　仁
杉　山　暁　人

小坂町消防団
鹿角市消防団
北秋田市消防団
北秋田市消防本部
三種町消防団
八峰町消防団
藤里町消防団
男鹿市消防団
五城目町消防団
八郎潟町消防団
大潟村消防団
秋田市消防団
秋田市消防団
にかほ市消防団
由利本荘市消防団
由利本荘市消防本部
大仙市消防団
仙北市消防団
横手市消防団
横手市消防団
羽後町消防団
湯沢市消防団
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部



































令
和
二
年
度

　

第
一
回
理
事
会･

定
時
評
議
員
会
を

　

書
面
に
よ
り
開
催
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科　　　　　目
経常収益計
主な内訳

経常費用計
主な内訳

当期経常増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高
主な内訳

当　年　度 前　年　度 増　　　減
          30,141,564

255
5,340,000
299,300

11,783,465
6,600,539
5,492,100
625,905

30,127,786
11,985,808
3,179,921
3,529,925
2,311,441
1,653,543
1,687,226
1,650,000
4,129,922
13,778
13,778

109,491,428
109,505,206
109,505,206
3,000,000

31,389,356
255

5,447,700
291,600

12,785,858
6,611,511
5,604,600
647,832

31,147,482
11,805,473
3,532,288
3,951,120
2,233,395
1,517,230
1,761,101
2,240,000
4,106,875
241,874
241,874

109,249,554
109,491,428
109,491,428
3,000,000

△ 1,247,792
0

△ 107,700
7,700

△ 1,002,393
△ 10,972
△ 112,500
△ 21,927

△ 1,019,696
180,335

△ 352,367
△ 421,195

78,046
136,313
△ 73,875
△ 590,000

23,047
△ 228,096
△ 228,096
241,874
13,778
13,778

0

基本財産運用益
受取会費（掛金）
事業収益
受取補助金等
受取負担金
受取寄付金（会費）
その他経常収益

給与等
旅費交通費
消耗什器備品費
印刷製本費
支払助成金
委託費
互助会見舞金
その他経常費用

基本財産

令和元年度決算〔正味財産増減計算書〕
（単位：円）（平成31年4月1日～令和２年3月31日）

　

令
和
二
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第
三

四
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
賞
者
が

発
表
さ
れ
、
本
県
の
消
防
関
係
で
は
叙
勲

二
三
名
、
褒
章
二
名
、
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
八
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
記
載
は
五
十
音
順
）

   □
瑞
宝
小
綬
章
（
一
名
）

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
正
監　

加　

藤　

哲　

実

□
瑞
宝
双
光
章
（
一
名
）

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

伊　

藤　

良　

勝

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
一
名
）

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

明　

平　

茂　

豊

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

浅　

利　

重　

博

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

足　

利　

幸　

雄

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

石　

綿　

喜
代
隆

　

元
横
手
市
十
文
字
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　
　
　

野　
　
　

孝

　

元
横
手
市
横
手
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

加　

藤　

一　

男

　

元
三
種
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

金　

子　

忠　

夫

　

元
琴
丘
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

工　

藤　
　
　

豊

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐
々
木　
　
　

茂

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

煤　

賀　

隆　

芳

　

元
千
畑
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

鈴　

木　

伊
佐
雄

　

元
岩
城
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

田　

口　

長　

美

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

武　

田　

德　

一

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

辻　

谷　

公　

雄

　

元
鹿
角
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

成　

田　
　
　

威

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

半　

田　

好　

男

　

元
横
手
市
増
田
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

平
良
木　
　
　

保

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

藤　

島　

絹　

雄

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

藤　

田　

久　

悦

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

渡　

部　

壽　

一

令
和
二
年

令
和
二
年 

春
の
叙

春
の
叙
勲
・
褒

勲
・
褒
章

第
三
四
回

第
三
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
二
年

令
和
二
年 

春
の
叙

春
の
叙
勲
・
褒

勲
・
褒
章

第
三
二
回

第
三
二
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
二
年

令
和
二
年 

春
の
叙

春
の
叙
勲
・
褒

勲
・
褒
章

第
三
四
回

第
三
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
二
年  

春　

の　

叙　

勲

令
和
二
年 

春
の
叙
勲
・
褒
章

第
三
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

渡　

部　

秀　

悦

□
藍
綬
褒
章
（
二
名
）

　

現
大
潟
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

菊　

地　

克　

浩

　

現
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

渡　

部　

勝　

則

□
瑞
宝
双
光
章
（
四
名
）

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

板　

垣　

義　

紀

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

小　

野　

松　

治

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

佐　

藤　

辰　

夫

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

三　

浦　

常　

男

□
瑞
宝
単
光
章
（
四
名
）

　

元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

熊　

谷　

宏　

美

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

佐　

藤　

敏　

彦

　

元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

田　

口　

準　

二

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

寺　

山　
　
　

香

第
三
四
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
二
年  

春　

の　

褒　

章

新

消

防

長

紹

介

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

さ 
 

と
う 

ひ
ろ 

 

き

　

佐　

藤　

広　

樹

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

さ 
 

と
う 

こ
う 

 

じ

　

佐　

藤　

浩　

司

秋
田
市
消
防
本
部

 

く 
 

ど
う 

た
く 

 

ま

　

工　

藤　

琢　

磨

大
館
市
消
防
本
部

 

は
た
け  

や
ま 

か
ず 
 

の
り

　

畠　

山　

一　

則

北
秋
田
市
消
防
本
部

 

な
が 

 

き 

あ
つ 

 

し

　

長　

岐　

篤　

市

三
種
町
消
防
団

 

い
し 
 

い 

よ
し 
 
の
り

　

石　

井　

義　

則

五
城
目
町
消
防
団

 

こ 
 
だ
ま 

た 
ち 
み

　

小　

玉　

多
智
美

鹿
角
市
消
防
団

 

う
ち 
 

だ 

き
よ 
 
た
か

　

内　

田　

清　

隆

羽
後
町
消
防
団

 

た
け 
 

だ 

つ
ぐ 
 

お

　

武　

田　

継　

夫

新
消
防
団
長
紹
介

大
潟
村
消
防
団

 

ま
つ 
 
は
し 

 

 
み
の
る

　

松　

橋　
　
　

稔

湯
沢
市
消
防
団

 

さ 
 
と
う 

た
か 
 
よ
し

　

佐　

藤　

孝　

吉

に
か
ほ
市
消
防
本
部

 

か 
 

と
う 

と 
 

つ
ぐ

　

加　

藤　

十　

二

由
利
本
荘
市

消
防
本
部

 

さ 
 

と
う 

 
 

つ
よ
し

　

佐　

藤　
　
　

剛

【
令
和
二
年
四
月
一
日
就
任
】

【
令
和
二
年
四
月
一
日
就
任
】

　

秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
七
四

期
が
四
月
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

四
月
一
〇
日
の
入
校
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
六
二
名
の
入
校
生
は
、
寮
で
共
同

生
活
を
送
り
な
が
ら
、
消
防
全
般
に
わ
た

る
基
礎
的
知
識
や
技
術
の
習
得
、
厳
正
な

規
律
、
体
力
錬
成
な
ど
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

初
任
教
育
は
、
九
月
一
八
日
ま
で
行
わ

れ
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
し
ま
す
。

第
七
四
期 

初
任
教
育
始
ま
る

秋
田
県
消
防
学
校

六
二
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
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秋田県消防学校職員名簿

初任教育第74期入校生名簿

総務班
副主幹･班長　　齊　藤　英　則
主　　査　　手　塚　　　昇
主　　事　　木　村　菜　摘
技能主任　　齋　藤　佳　人
舎　　監  　 今　野　裕　徳
舎　　監　　高　橋　　　博
舎　　監　   吉　成　　　勉
防災学習館　　佐々木　美　香
防災学習館　　丸　山　恵　子
防災学習館　　鈴　木　　　忠

教務班
副校長･班長　　大　野　光　徳
副 主 幹　　佐　藤　弘　尚
副 主 幹　　畠　山　　　浩
副 主 幹　　池　田　敏　英
副 主 幹　　佐々木　直　樹
副 主 幹　　畠　山　公　正
専 門 員　　伊　藤　弥真彦
講　　師　　大　澤　善　樹

校　　　　長　　進　藤　隆　男
副　 校 　長　　堀　井　正　人
副校長・班長　　大　野　光　徳

秋田市消防本部
　　成　田　幸　介　　　星　野　大　地
　　石　田　　　捷　　　數　口　直　己
　　伊　藤　大　地　　　藤　原　佑　馬
　　石　井　遼　貴　　　小　玉　竜　也
　　相　原　翔　琉　　　鈴　木　柊　生
　　保　坂　陽々姫　　　越　中　朝　陽
　　加　藤　　　祥
大館市消防本部
　　奥　村　　　甲　　　栗　山　翔　巨
　　横　渕　孝　太　　　木　立　さくら
　　山　田　琉　稀
北秋田市消防本部
　　近　藤　伸　亮　　　佐　藤　麗　白
由利本荘市消防本部
　　田　口　　　奏　　　今　野　景　太
　　佐　藤　健　司　　　
にかほ市消防本部
　　小　林　大　理
横手市消防本部
　　五十嵐　駿　悟　　　仙北谷　将　平
鹿角広域行政組合消防本部
　　戸　川　颯　斗　　　石　坂　賢　太

能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　安　井　晴　貴　　　後　藤　啓　吾
　　細　谷　風　太　　　伊　藤　尚　斗
湖東地区行政一部事務組合消防本部
　　菅　原　和　希　　　渡　部　颯　人
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
　　佐　藤　尚　人　　　加　藤　広　大
　　古　仲　公　平　　　高　森　憲　吾
　　三　浦　光　貴　　　渋　谷　隼　斗
　　大　塚　大　輔　　　本　川　　　翼
　　渡　部　初　音　　　安　田　夏　葵
　　三　浦　裕　也　　　山　方　大　斗
　　伊　藤　光輝人　　　阿波野　睦　紀
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　須　田　忠　厚　　　斉　藤　一　郎
　　佐　藤　孝太朗　　　佐　井　辰　徳
　　五十嵐　未　夢　　　藤　本　涼　雅
　　因　幡　航　希　　　佐々木　優　斗
　　小　西　将　太　　　鶴　岡　咲　栄
　　高　橋　麗　翔
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
　　髙　橋　大　輝　　　柴　田　英　寿
　　鎌　田　凌　嘉
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こ
の
一
ヶ
月
は
主
に
消
防
職
員
と
し
て

の
基
礎
を
学
ん
だ
。
訓
練
で
は
、
今
後
使

用
す
る
基
本
結
索
や
三
連
梯
子
な
ど
を
学

ん
だ
。
座
学
は
難
し
い
授
業
や
効
果
測
定

も
あ
り
、
勉
強
し
な
が
ら
体
力
錬
成
を
行

い
、
訓
練
も
あ
り
で
大
変
だ
っ
た
が
、
半

年
間
の
初
任
教
育
で
知
識
技
術
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
、
時
間
の
使
い
方
を
工
夫

し
、
日
々
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
明
け
る
と
応

用
に
移
る
。
基
礎
が
し
っ
か
り
で
き
て
い

な
い
と
、
他
の
職
員
に
遅
れ
を
と
っ
て
し

ま
う
。
池
田
教
官
が
仰
る
「
や
ら
な
け
れ

ば
忘
れ
る
」
の
通
り
で
、
予
習
復
習
を
し

っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

私
自
身
、
生
ま
れ
育
っ
た
由
利
本
荘
市

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
で
消
防
職
員

を
目
指
し
た
。
こ
の
初
任
教
育
で
、
市
民

の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
職
員
と
な

る
た
め
に
も
、
必
要
な
知
識
、
技
術
、
体

力
、
人
間
性
な
ど
を
身
に
つ
け
る
よ
う
努

め
た
い
。
辛
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

仲
間
と
と
も
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

　

将
来
の
夢
で
あ
っ
た
消
防
士
と
な
り
、

希
望
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た

が
、
最
初
は
不
安
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。学
ぶ
こ
と
の
多
さ
や
訓
練
の
厳
し

さ
、
寮
で
の
集
団
生
活
は
し
っ
か
り
や
っ

て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
半
年
後
に
は
現

場
で
仕
事
が
で
き
る
消
防
士
に
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
目
標
と
し
て
い
る
救
急

救
命
士
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
一
ヶ
月
が
経
過
し
た
今
思
う

こ
と
は
、「
早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
」と

い
う
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
に
思
っ
た
の

は
、
四
月
二
四
日
の
実
務
研
修
に
参
加
し

て
、
実
際
に
働
く
所
属
消
防
署
で
一
日
の

仕
事
を
学
ぶ
授
業
を
受
け
た
時
で
す
。　

　

た
く
さ
ん
の
先
輩
方
の
仕
事
ぶ
り
や
訓

練
の
様
子
を
見
て
、半
年
後
、こ
の
中
で
一

緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
を
自
覚
し
、
自
分

に
必
要
な
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

一
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
、
消
防
士
の
仕

事
の
厳
し
さ
や
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
強

く
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以

上
に
貪
欲
に
訓
練
や
座
学
に
取
り
組
み
、

現
場
経
験
の
あ
る
仲
間
か
ら
学
ぶ
な
ど
、

周
囲
の
指
導
に
謙
虚
な
姿
勢
で
臨
み
ま

す
。残
り
の
五
ヶ
月
間
で
市
民
の
安
全
安

心
を
守
る
消
防
士
を
目
指
し
、
常
に
目
標

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

入
校
初
日
、
不
安
と
緊
張
で
今
後
の
生

活
が
心
配
で
し
た
が
、
今
は
と
て
も
充
実

し
た
日
々
を
送
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
一
ヶ
月
間
は
訓
練
礼
式
に
苦
労
し

ま
し
た
。一
人
の
ミ
ス
が
全
体
に
影
響
す

る
た
め
、と
て
も
緊
張
し
ま
す
。

　

歩
調
と
歩
幅
を
合
わ
せ
る
こ
と
や
、
機

敏
な
動
き
、前
方
直
視
、指
先
な
ど
、様
々

な
こ
と
に
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
意
識
を
高
め
て
い
き

ま
す
。ま
た
、座
学
や
訓
練
で
は
予
習
と
復

習
を
し
っ
か
り
行
い
、
重
要
な
点
を
ま
と

め
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
一
ヶ
月
と
思
っ
て
い
る
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
半
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
た
め
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、

消
防
に
つ
い
て
学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し
て

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
六

二
人
全
員
で
の
行
動
が
出
来
て
い
な
い
状

態
で
す
。食
事
も
一
班
と
二
班
に
分
か
れ

て
食
べ
ま
す
。そ
の
分
協
力
し
て
準
備
し

た
り
、
お
互
い
気
を
配
っ
て
行
動
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
て
ま
す
。

　

い
つ
普
通
に
戻
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、全
員
の
良
い
と
こ
ろ
は
変
え
ず
に
、七

四
期
の
新
し
い
長
所
を
作
り
出
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、残
り
五
ヶ
月
は
、仲
間
と
多
く

の
こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
野　

景
太

 (
由
利
本
荘
市
消
防
本
部)

星
野　

大
地

 (

秋
田
市
消
防
本
部)

木
立　

さ
く
ら

 (

大
館
市
消
防
本
部)

　

入
校
し
て
一
週
間
は
と
て
も
長
く
感
じ

た
け
れ
ど
、
そ
の
後
は
あ
っ
と
い
う
間
の

一
ヶ
月
だ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
訓
練
礼
式
に
多
く
の
時
間
取

り
組
ん
で
き
た
。し
か
し
、
通
常
点
検
で
、

ま
だ
ま
だ
教
官
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
昨
年
の
校
長
査
閲
の
動
画
も
見
た
け

れ
ど
、そ
の
規
律
に
は
程
遠
い
と
思
っ
た
。

　

時
間
が
経
て
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
、
節
度
を
意
識
し
全
員

が
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
。

　

訓
練
で
は
先
に
体
力
錬
成
を
実
施
す

る
。少
し
ず
つ
体
力
が
つ
い
て
き
て
い
る

感
触
が
あ
っ
た
。

　

放
課
後
に
仲
間
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
筋
力
も
つ
い
て

き
た
と
思
う
。ス
タ
ミ
ナ
に
は
、ま
だ
自
信

が
な
い
。

　

こ
の
一
ヶ
月
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

で
き
て
い
た
け
れ
ど
、
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
は

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

運
動
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、
体

の
ケ
ア
を
忘
れ
ず
に
で
き
た
。

　

座
学
で
は
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き

逃
さ
ず
メ
モ
で
き
た
。消
防
法
の
テ
ス
ト

は
、し
っ
か
り
勉
強
し
て
臨
め
た
。

　

勉
強
す
れ
ば
し
た
分
だ
け
書
け
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
テ
ス
ト
も
し
っ
か
り
対

策
し
た
い
と
思
う
。

仙
北
谷　

将
平

 (

横
手
市
消
防
本
部)

第
七
四
期
初
任
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
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こ
の
一
ヶ
月
間
、
消
防
法
や
消
防
組
織

法
な
ど
の
座
学
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
体

力
錬
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
私
が
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
、
習
熟

し
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
座
学
の
予
習
復
習
で
す
。

　

消
防
学
校
で
は
消
防
法
や
消
防
組
織
法

な
ど
を
勉
強
し
ま
す
が
、
特
に
消
防
法
で

は
所
属
機
関
で
行
わ
れ
る
立
ち
入
り
検
査

に
関
係
す
る
第
四
条
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
知
識
は
消
防
人
と
し
て
必
要

な
も
の
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
予
習
復
習

を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
体
力
錬
成
で
す
。

　

消
火
活
動
、
人
命
救
助
な
ど
の
現
場
で

の
長
時
間
活
動
に
は
体
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
は
、
訓

練
内
で
の
腕
立
て
伏
せ
、
腹
筋
な
ど
の
体

力
錬
成
だ
け
で
な
く
、
放
課
後
も
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
毎
日
行
い
、
消
防
士
と
し
て
大
切

な
体
力
を
形
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
一
ヶ
月
間
、
勉
学
、
訓
練
共
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

残
り
の
五
ヶ
月
間
、
一
人
前
の
警
防
職

員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

四
月
は
ず
っ
と
不
安
で
眠
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
一
ヶ
月
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
訓
練
礼
式
が
ほ
と
ん
ど
立
ち
っ

ぱ
な
し
で
辛
か
っ
た
で
す
。指
揮
者
の
言

う
こ
と
に
対
し
、
間
違
っ
て
動
い
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。次
に
何
を
言
わ

れ
る
か
先
に
読
む
こ
と
で
克
服
で
き
ま
し

た
。最
初
の
体
力
測
定
で
も
持
久
走
で
ペ

ー
ス
を
間
違
え
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　

夜
の
体
力
錬
成
で
練
習
し
て
、
タ
イ
ム

を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
座
学
が
始
ま
り
、
色
々
な
科
目

を
学
び
ま
し
た
。科
目
が
多
く
一
日
の
自

習
時
間
で
は
ま
と
め
き
れ
ま
せ
ん
が
、
土

日
を
利
用
し
て
復
習
し
ま
し
た
。

　

ど
の
科
目
で
何
を
し
た
か
ま
と
め
る
こ

と
で
頭
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

実
技
で
は
ロ
ー
プ
結
索
が
始
ま
り
、
一

度
に
複
数
の
結
び
方
を
学
び
、
覚
え
き
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も
夜
の
体
力
錬

成
の
時
間
を
使
い
、
頭
の
中
で
整
理
し
覚

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
月
後
半
に
風
邪
で
自
宅
療
養
が
続
き

ま
し
た
。戻
っ
て
き
た
時
、多
く
の
人
が
心

配
し
て
く
れ
、
部
屋
の
仲
間
も
自
分
が
い

な
い
間
色
々
や
っ
て
く
れ
て
い
て
仲
間
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。五
月
か
ら
も

つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
、
仲
間
と
協
力
し

な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

一
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。過
ぎ
て
み

る
と
、あ
っ
と
い
う
間
の
一
ヶ
月
で
し
た
。

　

最
初
は
、洗
濯
や
掃
除
、リ
ネ
ン
の
管
理

な
ど
、
生
活
す
る
う
え
で
の
基
本
で
す
ら

難
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
錬
成
は
今
で
も
と
て
も
辛
い
で

す
が
、
入
寮
当
初
に
比
べ
る
と
筋
力
も
走

力
も
成
長
し
て
き
て
い
る
の
を
実
感
で
き

ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
消
防
士
と
し
て

は
体
力
も
技
術
も
足
り
な
い
し
、
人
格
的

に
も
未
熟
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
訓
練
や
授
業
は
、
も
っ
と

難
し
く
辛
く
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て

教
わ
る
こ
と
は
全
て
現
場
で
の
活
動
に
活

き
て
く
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
技
術
を
少
し
も
忘
れ
な
い

よ
う
に
毎
日
の
訓
練
に
臨
み
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
五
ヶ
月
間
は
、
こ
の
一
ヶ

月
と
同
じ
よ
う
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
今
後
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
、全
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
。　

し
か
し
、こ
の
悪
い
流
れ
に
負
け
ず
、強
い

七
四
期
を
貫
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
学
生
同
士
協
力
し
合

い
、絆
を
深
め
、今
あ
る
課
題
一
つ
一
つ
に

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
思
い
ま

す
。
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町
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合
消
防
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公
平

 (

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)

柴
田　

英
寿
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湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
当
支
部
で
も
訓
練
や
行
事
の
中
止
が

相
次
ぎ
、
県
外
へ
の
旅
行
な
ど
は
依
然
と

し
て
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
大
館
市
消
防
本
部
に

在
籍
す
る
県
外
出
身
の
消
防
士
２
名
に
ふ

る
さ
と
自
慢
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-14
-  8
-  3
-21
-46
-  7
-17

-10
-  8
-  3
-19
-40
-  3
3

198
32
31
95
356
18
85

80
25
11
61
177
11
35

23
13
4
28
68
4
3

66
17
8
40
131
4
18

13
5
1
9
28
1
6

令和２年 令和元年 同期比較
５月 累計 累計５月 年計 ５月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

私
の
出
身
は
岐
阜
県
高
山
市
で
、
高
校

進
学
時
に
父
の
実
家
で
あ
る
大
館
市
に
来

ま
し
た
。

　

岐
阜
県
は
本
州
の
中
心
に
位
置
し
て
お

り
、
高
山
市
は
飛
騨
山
脈
の
麓
に
位
置
す

る
盆
地
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
親
に
連
れ
ら
れ
て
御
嶽

山
、
乗
鞍
岳
、
笠
ヶ
岳
な
ど
に
登
り
ま
し

た
。山
頂
か
ら
見
る
御
来
光
は
、今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
飛
騨
牛
や
合
掌
造
り
、
古
い
街

並
み
が
有
名
で
小
京
都
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
至
る
所
に
み
た
ら
し
団
子
屋
が
あ

り
、住
ん
で
い
た
頃
は
、一
本
５
０
〜
６
０

円
く
ら
い
で
売
っ
て
い
ま
し
た
。店
の
前

を
通
る
と
、
醤
油
の
焦
げ
た
美
味
し
い
香

り
が
し
て
き
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。感

動
間
違
い
な
し
で
す
！

　

私
の
出
身
は
三
重
県
尾
鷲
市
で
す
。結

婚
を
機
に
、
妻
の
実
家
が
あ
る
大
館
市
に

来
ま
し
た
。

　

三
重
県
は
東
海
地
方
に
あ
た
り
、
尾
鷲

市
は
県
南
部
に
位
置
す
る
海
と
山
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
町
で
す
。

　

大
館
市
と
比
較
す
る
と
、
５
分
の
１
程

度
の
広
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
遺
産
、
熊
野
古
道
の
伊
勢
路
が
通

っ
て
お
り
、
小
学
生
の
頃
か
ら
山
登
り
や

遠
足
な
ど
で
散
策
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、雪
も
降
ら
ず
温
暖
な
た
め
、小
さ

い
頃
か
ら
春
夏
秋
冬
そ
の
時
々
の
魚
を
釣

っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
館
市
に
移
り
住
ん
で
早
９
年
。冬
は

寒
い
で
す
が
、
妻
を
始
め
心
が
温
か
い
人

が
多
く
、
日
本
酒
や
比
内
地
鶏
を
代
表
と

す
る
美
味
し
い
も
の
が
沢
山
あ
り
、
第
二

の
故
郷
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
た
め
に
人
命
救
助
、
救

急
救
命
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
〔
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
〕

岐阜・三重近隣図
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